


  

７．今後の地域農業のあり方 

    ・野田地区の農地利用は、「２．今後の地域の中心となる経営体」に記載 

の組織、個人が中心となって担っていく。 

・集落営農組合の法人化により、収益の向上や経営の改善に取り組み、組 

織の強化を図る。 

・集落ぐるみの農業生産活動や共同取組活動の体制を強化し、農地及び生 

産体制の維持を図る。 

・中心経営体への農地集積を推進し、担い手の育成・確保に取り組む。 

・加工団体や女性組織等と連携した地産地消の推進、中山間地域活性化施 

設を有効活用し地元食材の提供や加工品等の販売により、地域の活性化 

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


